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Abstract ： Afield 　experiment 　was 　conducted 　using 　model 　houses 　in　Toyota　in　2011to　investigate　pleasantness　arising 丘om

cogriition 　gaps　in　houses．　In　this　stUdy ，　the　same 　experiment 　was 　conducted 　using 　an 　experimental 　house　in　Tokai．　We 　also

simulated 　experimental 　houses　i皿 avirtual 　environment 　and 　created 　a　walkthrough 　animation 　us 正ng 　a　lighting　simu ［ation

program．　Using　this　 animation ，　 we 　 conducted 　the　 same 　 experiment 　that　we 　 conducted 　in　the　real 　 spaces 　in　order　to

investig飢 e　its　reproducibility 　and 　pleasantness．　Comparing　the　mean 　values 　ofrespective 　adjectives 　in　real　and 　virtual 　spaces
，

the　results 　of 　the　two 　methods 　showed 　a　similar 　tendency 　in　high−visibility　spaces．皿1e　mean 　values 　of 　safety 　ln　virtual

spaces 　were 　lower　than　in　real　spaces 　because　subjeots 　couldn
，
t　see 　objeots 　at　their　feet　in　the　animation ．　Although　sψjects

alse 　could 　not 　see 　overhead 　in　the　animation ，　the　mean 　values 　ofspaciousness 　in　real　spaces　relatively　corresponded 　with 　the

mean 　values 　ofspaciousness 　in　virtUal 　spaces
，
　suggesting 　that　people　appear 　to　be　hardly　aware 　ofwhat 　is　overhead 　in　house．

Keywords：Pleasantness，　Impression　evaluation ，　Virtual　space ，　Approach，　Housing

要旨 ： 本研究 で は、2011 年 に豊 田 市の モ デル ハ ウス で行 っ た実験 と同様 の 実験 を東海市 の 実験 住宅 で 行 い 、住 宅

にお け る空 間 の 認 知 と積 極 的快 適 性 につ い て 調 査 を 行 っ た。ま た 今 回 は 照 明 シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン を用 い て 仮想 空 間

で 実 験 住宅 を再 現 し、住宅 内 を ウォ
ー

ク ス ル
ー

す る 動画 を作成 した。こ の 動画 を使用 し て 、実空 間 と同様 の 実 験

を行 い 、そ の 再 現性 や 積極的快 適 性 につ い て の 調査 を 行っ た。二 つ の 手法 で 形容詞 ご との 平均得点を比 較 し たと

こ ろ、周 りを よ く見通す こ との で きる 空間で は 全 体的に 結果 が一
致 し て い た。ま た シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン に よ る動 画

で は足 元 が 見 えず、遮蔽 物 等 を確 認 で き な い こ とが原因 とな り、実空 間よ り仮想 空 間 の 方が 安定性 の 得 点 が 低 下

す る 傾 向 が見 られ た。動画で は 頭 上 も確認 す る こ とが で き ない が 、開放性 の 得点 は 両手 法 で比 較 的
一

致 して お り、

住 宅 にお い て天 井方 向 に は あ ま り意識が 向い て い ない とい うこ とが 示 唆 された。

キー
ワ
ード ：積極的快適性、印象評価、仮想空 間、ア プ ロ

ー
チ 、住宅

　　　　　　　　 1 ．は じめ に

　場所 の 認知 の 情報 と して 、上 方 2 π sr に おけ る開放性、

下 方 2 π 　 sr にお け る安定性が 重要 で あ り、そ れ に 対 応 し

て 人 々 が 抱 く 開放感 や 安全感 が、あ る 場所 の 評価、特

に 安全 性 に 大 き く影 響す る こ とが 久 野 に よ っ て 示 され

て い る。 ま た 、連 続す る 空 間の 中で 、そ の よ うな 揚所

の 認 知 に ギ ャ ッ プ が 生 じ る と、積極的快適性を感 じ る

こ と も指摘 して い る
1）2）

。 しか し、積極 的 快適 性 が 実 際

に どの よ うな条件 で 発 生 す る か とい っ た こ と は 未だ 分

か らな い こ と が 多 い 。本 研 究 で はそ れ らを調 査 す る こ

とで、ギャ ッ プを意識的に使用 し、空 間 に変化 を与 え、

楽 しい 空 間 を創 り出す設計手法 の
一

つ と して 確 立す る

こ とを 目的 と して い る。

　 久 野 らは 駅 の ホーム や 改札 口 を使用 して 、ア プ ロ
ー

チ に よ る 印象変化 を調 査 して い る
3｝　4）。そ の 結 果 の 中 で 、

開放 性 と安 全 性 が重 要 で あ る と述 べ て お り、冒頭 の 場

所 の 認知 の 情報 に つ い て の 仮説 を 裏付 け る結果 を 出 し

て い る。山 口 らは住宅 にお け る積極的快適性 につ い て

の 研究で 、2011年 に 豊 田市の モ デル ハ ウス で 被験者実

験 を 行っ て い る
5）。本 研 究 で は こ の 実 験 と同様 の 実 験

を東海市の 実験住宅で 行 い 、ア プ ロ
ー

チ に よ る 印象変

化 に つ い て 調 査 を行 っ た。
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　 ま た、本研 究で は 実空 間 で の 実験に加 えて 、照 明 シ

ミ ュ レ ー
シ ョ ン を使 用 し て 、仮 想 空 間 に 実 験 住 宅 を再

現 し、同様 の 実験 を行 うこ と で 、そ の 再 現 性や積極的

快適性 に つ い て の 調査 を行 っ た。

　　　　　　　　　2 ．実験方法

2．1 実験条件

　実空 間 とシ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 動 画 を使 用 した 実験 に

っ い て 実験時 期
・時 間

・
場所

・
被験 者 属性 を表 1 ・2 に

示 す。実空 間 の 実験で は 共 同で 行 っ た 別 の 実験の 条件

か ら被験者 は 全 て 女性 とな っ て い る。

2．2．1実験内容 （実空 間）

　住宅空間 の 印象を評価す る被験者実験 を 愛知 県東海

市 に あ る実 験 住宅 で行 っ た。実験 住 宅 の 平 面 図 を図 1

に 示 す。本 実験 で は 住 宅 に 6つ の 評 価地 点 を 設 定 し た。

被験者 は 実 験 者 の 誘導に 従 っ て 住 宅 内 を移 動 し、各 評

価 地 点の 印象評 価 を した。印象評価 は、12項 目 7段階

の 形容詞 対を用 い た SD法 に よ り空 間の 印象 を回 答 させ

た。なお 実験中は全 て の 時間帯 に お い て 消灯 し て い た。

2．2．2実験内容 （シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 動画）

　表 2 に示 すシ ミ ュ レ ーシ ョ ン 条件 につ い て 照 明 シ ミ

ュ レ
ー

シ ョ ン 「inspirer」 で 物 理 条件を再現 し、評価

地 点 間 を ウォ
ー

ク ス ル
ーす る 動 画 を作 成 した．そ れ ぞ

れ の 評 価地 点で
一

回転 し、次の 評価地 点 に 移動 す る ま

で を 1 つ の 動 画 と して 編 集 を行 っ た。ま た シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 条件の 近 くで 撮影 し た 実空間 の 動画 か ら音声 を

抽 出 し、動 画 に組 み 合わ せ た。動画 に よ る印象評価 は、

講 義 室 で プ ロ ジ ェ ク タ
ー

を使 用 し、ス ク リ
ー

ン に 投影

す る こ とで 行 っ た。

2。3 評価ル
ー

ト

　 ア プ ロ
ーチ の 差 異 に よ る 印 象の 違い を比 較す る た め

に、4 つ の ル
ートを作成 し た。ル

ート作成 に あた り、屋

外 か ら住 宅 内 に 入 り、奥 に進 む 「行 きル
ー

ト」 と、逆

に 屋 内 の 奥か ら屋 外 へ 進 む 「帰 りル
ート」を設 定 した。

こ れ に よ り、同 じ場 所 を評 価す る場 合で も、直前 に 滞

在 した場所 が 異な る た め、空間の 印象 に 変化が 現れ る

と考 え た。ま た、入 室 方法 が複数存在す る部屋 に つ い

て は 異なる ア ブ U 一
チ をす る よ うに ル

ートを設 定 し、

評 価 地 点 に到 達す る ま で に 得 る 情報 の 差 別 化 を 図 っ て

い る。さらに本実験で は住宅 内 の み を通 る 「屋 内パ タ

ーン 」 に加 え、住 宅の 半 屋 外空 間 を通 る 「半屋外パ タ

ーン 」 を設定 し た。半屋 外パ ター
ン で は、ア プ ロ

ーチ

の 中で 大 きな 変化が あ る た め 、 印象変化が 明 確 に現 れ

る と考 え た。な お 屋 内パ ターン で は 住宅内の 窓を全 て

閉 め、半屋外パ ター
ン で は全 て の 窓 を 開 けて い る。以

上 の ル ート ・パ タ
ー

ン を組 み 合わ せ 、設 定 した 4 っ の

順路 を表 3 に 示 す。例 と して 図 1 ・2 に行 きル
ー

ト・屋

内 パ ターン と帰 りル ート ・半屋外パ タ
ー

ン を示す。

表 1 各実験条件（実空 間）

2014年　 8月 1日、9月3日、9月 30日、10月 30日
実験 時期

2015 年　　　　　 4　26日、6月4日

実験 ．日 10時〜13時、14　〜17

実験場 E 東海市 実験住宅

被験者属性 愛知県内女 子 大学生 約7人／日

表 2　各 実 験 条件 （シ ミュ レ
ー

シ ョ ン）

シミュ レ
ー

ション条件 　　 　　 実施 日
実験時期

2015 年4月26 日　　　　 2015 年 7月 1日

験 時 間 13時〜16時

実 験 場 所 名古屋 大学ES館講義室

被験者属性 愛 知 県 内 大学 生 男子 6名 ／女 子 2名

唇1轟
L

］’

　

＝

剄

「「浬固
田∴鑼壅難 ざ

図 1　住宅平 面図
・
順路 （行き ル

ート ・屋 内 パ ターン ）

、『
− T

−
T

爾 、

E叫 溷
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2F

  子供部屋 →  寝室

→   ダイニ ン グ→   リビン グ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N

’   玄 関→   醂

 
図 2　住 宅 平 面 図 ・順 路 （帰 りル

ー
ト
・
半屋外パ ター

ン ）

表 3 印象評 価 順 序

ル
ー

ト 123 　　　　　 456葩
き 玄 リビング　子 ダイニ ング 室

屋丙
帰り 寝室 1 ビン グ ダイニン グ 子 玄 屋外

行き 玄 リビング　ダ ニ ング 室 子
半屋 外

り り 子供部屋 室 ダイニ ング　リビ ン グ 玄

図 3　左 ：実 空 間の 写 真 と 右 ：シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 画 像

　　　　　　　　　　3．結 果

3．1因子 分析

　4 月 26 日 に 行わ れ た 実 空 間 の 実 験 とシ ミ ュ レ
ー

シ ョ

ン の 動 画 で 行 わ れ た 実験に よ り得 られ た 印象評 価 の 平

均得点に つ い て 主 因子法、バ リマ ッ ク ス 回転 に よ る因

子 分析 を行 っ た。そ れ ぞれ 分析で は評価地 点 ・ル ート・

パ タ
ー

ン に よっ て 分け られ た全 24ケース の 評 価平 均 を

使用 し た。因子 の 打 ち切 りは 固 有 値 1以 下 と して い る。

そ の 結 果 、実 空 間 の 結果 で は 2 つ の 因 子 が、シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン の 動 画 の 結 果 で は 3 つ の 因 子 が 抽出され た。

因子 負荷量布置図 と因子 負荷量 を表 4 ・5、図 4〜6 に示

す。実 空 間 で は 第
一

因 子 を評価性、第二 因子 で は 安定
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性 と解釈 した。ま た シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン の 動 画で は、第

一
因 子 を開放性、第 二 因 子 を安全性 、第 三 因 子 を安 定

性 と解釈 し た。図 4〜6 を見 る と、実 空 問 とシ ミュレ ー

シ ョ ン の 動画 で 因 子構造 が 大き く違 っ て い る 。 しか し、

シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン の 動 画 の 結果 で は、開放性 と安定性

の 間に 快適性が布置 して お り、こ れ は 久野 ら に よ る研

究 の 結 果 と似 た傾 向 を 示 し て い る。

　 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 動 画 の 結果 を 見 る と、第
一

因子

の 開放性 は 明 るい とい っ た形容詞 と相関が 強 く、明 る

い 外部やダイ ニ ン グで 得 点が 高 い 傾 向 が あ っ た。

　安全 性 の 得点 に つ い て は、紙 面 の 都合上省 略 し て あ

る が 、実空 間 の 結果 にお い て屋 内ル ートよ り半屋 外ル

ートで 低下す る こ とや室温 が低 下 す る と得点が 低下 す

る こ とが 分 か っ て い る。しか し、室 温 が ほ ぼ一定 に保

た れ た 実験室 で 行 わ れ た シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 結 果 の 図

7 を 見 る と、屋 内 と半屋 外 ル
ートの 間に 明確 な差 が生 じ

て い ない 。こ れ よ り、シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 動 画 で は視

覚的 に 読 み 取 る こ とで き る季節や 気温 に つ い て の 情報

が 現状で は不 足 して い る とい うこ とが示 唆 され た。

第二 因子 （安定性 〉

第
　
一

　 因

子

蟋
性

図 4　実空間の 因 子 負荷量布置図

　 表 4 実空間 の 因子 負荷量

1　−　7 第
一

因子 第 二 因子

閉鎮的　
一

開放的 0、927 一
〇，148

醜 い
一

奘しい 0．9040 ．157
嫌 い 一

好き 0．8990 ．175
つ まらない 一楽しい 0．879 一〇．118

狭 い　
一

広い 0．851 一
〇．198

暗 い 　一明るい 0．8280 ．004
不快　

一
快い 0．7970 ．324

単調な　一変化のある 0．762 一
〇．420

かたい　
一

やわらか い 0．758 一〇．020
静的　一動的 0．714 一

〇．343
危険　

一
安全 一〇，151D ，814

不安定　一安定 01290789

第 二 因子 （安 全性 ）

遞

塁
　靉
　鮭

図 5　 シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン の 第

一・二 因子 負荷量布置図

閉

第 三 因 子 （安定 性）

　 第

茵
的 ！

　 開

肇

図 6　シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 第
一・三 因 子 負 荷量 布 置 図

　 　 　 表 5　 シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン の 因 子 負 荷 量

1 − 7 一
因子

一
因

＝
因子

狭 い 一
広 い O．900 一

〇．0410 ．113
閉鎖 的　

一
開放 的 0．886D ．3480 ．106

暗い　
一

明るい 0．804O ．3130 ．027
つ まらない

一
楽 しい 0，657D 、5850 ．206

嫌い
一

好 き 0，436D ．8150 ．004
危険

一
安全 一〇．107D ．814 一D、127

不快 一
快 い 0．6170 ．630 一

〇，197
醜 い 　

一
美 し い O．3060 ．5130 ．185

か た い 　
一

やわ らかい 0．1640 ．4710 ．363
静的　

一
動的 0．5070 、0350 ．732

単躙な 一変化 の ある 0．304D ．4760 ．537
不安定　一安 定 01380063 一〇 486

第二 因子（安全性）

l
鮭

図 7　 シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン の 第

一・二 因子 得点布置図

3．2 プ ロ フ ィ
ー

ル 図 に よ る分析

　4月 26 目に 行っ た 実験 とシ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 動画を

使用 した実験 に おい て 得 られ た各形容 詞 の 被験者 平 均

を 場 所 ごとに 図 8〜ユ3 に 示 す。外 や 玄 関の よ うに 周 り

の 見通 し の よ い 空 間 で は 、実空 間 と シ ミ ュ レ ーシ ョ ン

の 動 画 で の 結 果 が 全 体的 に一
致 して い る こ とが 分か る。

　ほ ぼ全 て の 条件 に お い て 「狭 い 〜広 い 」 の 尺 度で 実

空 間 と シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 動 画 の 問 に 大 き な 差が 生 じ

て い る。こ れ は 評価地点 で
一

回転 し て周 囲 を 見 渡 す よ

うに 動 画 を作 成 し た た め、実 空 間で は あ ま り注視す る

こ との な い 壁 面を長い 時間映 し 出 し 、狭 い とい う印 象

を与えた と考 え られ る。

　ま た、外部空 間以 外の 全 て の 評 価 地 点 にお い て、実

空 間 よ りシ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 動 画 の ほ うが 「不 安定〜

安定」 の 平均得点が 低 くなっ て い る。動画 で は 視線の

角度 を水平 に保 っ て い る こ とや 画 角が 限 られ て い る こ

とか ら、足 元や頭 上 が 見 え なくな っ て い る。被験者は、

足 元 が 見 え な い の で 、床 の 段 差 や 遮 蔽 物 が確 認 で きず 、

ま た 空 中 に浮 い て い る よ うに 見 え る 可 能性 が あ る。そ

の よ うに動 画 で は 下 方 2 π sr が確認 しに くい こ とや足
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元が 不 安定 だ と認識 され た た め、安定感 の 平均点が 低

下 した と考 え られ る。外 部 空 間 で は 実空 間 と動画で ほ

ぼ 得点 が 同 じ に な っ て い るが、こ れ は遮 蔽 物 の な い 地

面の 上 で あ り、足 元 が よ り安 定 した 空 間 で あっ た た め

だ と考え られ る。

　 「閉鎖的〜開 放 的」 の 平 均 得 点 は実空 間 とシ ミ ュ レ

ーシ ョ ン の 動画 の 結果 が、比 較 的
一

致 して い る。先 に

も述べ た よ うに、動 画 で は 頭 上 が 見 え な くなっ て い る

が、住 宅にお い て 上方 2 π sr は 頭上 が 見 えな くと も情報

が 十 分で あっ た た め、動画で も実 空 間 と同様 の 開 放感

が 得 られ た と考 え られ る。つ ま り住宅 に お い て は 天 井

方向 に あ ま り意識が向い て い ない とい うこ とが 示 唆 さ

れ た。

　 「醜 い 〜美 し い 」 の 平均得点が、全 体的 に 実 空 聞 よ

り シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン の 動 画 の ほ うが 低 くな っ て い る。

ま た 被験 者 に よ る 自由記述 欄 に 、シ ミュレ ー
シ ョ ン に

よる 動画の 細か い 不具合 が 気 に な る と い う意 見 が 多 く

あ っ た こ とか ら も、こ れ は シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に よ る建

築 空 間 の 再 現 性 が 高ま る と、非現実 的 な部 分 が よ り 目

立 ち、美 し さの 尺 度 に影響 を与 え た と考 え られ る。

　　　　　　　　　 5 ．まとめ

　本 研 究 は 実空 間 と照 明 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を用 い た 動

画 に よっ て 、人 間 の 認 知 ギ ャ ッ プ が 生 じ た と き に 発 生

す る 印 象変化 につ い て 調査を行 っ た。今後 は足 元 や 天

井を見 る行為 を シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 動画 に加え る等、

実験 手 法の 工 夫を し、さ らに 再 現性 を 向上 させ 、積 極

的快適性 の 研 究 を行 う予 定 で あ る。
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